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2 Ip- 8　　　 楽 器 演 奏 者 の 演 奏 用 衣 服 に 関 す る 基 礎 的 研 究
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【目的】演奏会において演奏者は正礼装もしくは準礼装で臨むことが慣習である。楽器演

奏時は特に上肢に活発な動作が伴う為、本来充分に活動性を考慮した衣服を用いるべきで
ある。本研究ではより快適な演奏用礼服設計の基礎資料を得るために、礼服着用に関する

意識・実態調査と楽器演奏時における上半身体表長変異の測定の両面から検討を行った。

【方法】（1）調査：男性演奏者95 名を対象に質問紙によるアンケート調査（属性・演奏用
礼服の満足度・演奏時にきつさを感じる部位・入手方法・演奏用礼服に対する印象）を行

った。（2）上半身体表長変異の測定：演奏動作の特徴別に楽器を３分類し、その中からバ

イオリン（Ｖｎ）・トロンボーン（Tb ）・トランペット（TP ）を選択、被験者はそれらの楽器演

奏者の中から各３名ずつを抽出し、体肢の運動によって生じるデルマトグラフの伸縮変化

を測定した。また、演奏動作を動作解析によってとらえた。
【結果】①調査の結果、演奏用衣服の着用により自信が湧くなど精神面によい効果がある

反面、束縛される、動きにくいという認識もされており、アームホールの周辺に不快感を

感じていることがらかとなった。②体表長測定の結果、体側面の垂直方向と左右の譲下点

を結んだ水平方向、袖丈に大きな変化がみられた。③調査で拘束感を感じる比率が高かっ

た部位と、体表長の伸びが大だった部位とに一致が見られた。④ Ｖｎ とTb の演奏時の体
表長変異は同傾向にあり、Tp よりも大きな伸びを示した。⑤ ＶｎとTb は演奏時の脇線・

績下線における伸びが通常の90 度前挙に比べて大きく、ゆとり量への配慮が必要である

ことがわかった。
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【目的】児童の生活活動に適した靴選びや靴の履き方に関する基礎的資料を得ることを目的と

して、児童が使用している通学靴に関する実態を把握した。それに基づき歩容実験を行って、

靴のサイズや留め具の種類、靴の履き方と歩容との関係について考察を試みた。

【方法】調査:1998 年5～8月にかけて静岡県内に住む児童とその保護者94 組計1 OO名を対象に、

通学靴の調達のしかたや靴の着脱の様相などの実態について質問紙調査を実施した。

実験：被験者は健康な６年生の女児１名で、実験は平坦地の走行と歩行、坂道（斜 度7 °）、

階段の昇降について行った。着靴条件は靴の大きさがジャストサイズ、1 サイズ大の２段階、

留め具は紐、マジックテープの２種類、留め方は甲部をフィット、ルーズフィットの２方法を組

み合せて、５パターンを設定した。被験者に頭頂点･ 肩先点･ 膝点･ 鍾点･ 足先点など7 点に印

を付け､ 右側面・正面・背面からビデオカメラ３台で同時に撮影し､ 解析した。

【結果】1. 子ども靴の調達実態：子ども自身も保護者もデザインや色などを重視していた。

試し履きを充分にするという回答例は少なかった。

2. 歩容に関する実験結果：着靴条件別にみた一歩行周期中の足首角度の差異は、遊離脚期に

みられる場合が多かった。坂道では上りよりも下りの歩行においてその傾向が顕著であり、１

サイズ大 きい 靴や足の甲部分をルーズフィットにして履いた場合はその角度が小さいなどの傾

向を示した。甲部の留め具の種類 別では 全身の上下動に違いがみられた。
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